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一論文内容要旨
 食道病巣部を部分的に切除しこの部を人工・代用物で補填しようとする試みは,Bermanはじめ
 幾多の先人により友され',近年の有梅化学の進歩と相俟って優れた成績が報告されて来た。しかし
 未だ臣,弦床的に普遍化されるには至.らず・依然として未解決な問題が残されている。即ち,生体と,生
 体にとって異物であるノ、工食道との接合部に於ける縫合不全の発生.や,着脱落後の瘢痕性狭窄の発
 生を如何にして防止するか等がその主な問題点であった。著者はこれらの難問題を解決すべく吻合
 部及び吻合操作に工夫を凝すと共に,人工食道の一部器質化によ多智を・長期間イ呆持出来る様特殊に
 羽成した人工食道蕾を用い胸部食道再建術を行った。
 使用材料及び実績方法
 便用材料は市販ポリエチレン管(厚さ1篇に加工)にテフロン布(東レ・トヨフ・ン)及びパイレン網
 (東レ・パイレン強力ET-2020)を纏絡使用し,次の2種の人工食道管を作成した。1{日ち・A管
 仕長ざ4、,5θ11の不ヴエチレア曽爾に長さ1απのパイレγ細管を熱処理法で接合し更にンくイレン網管部
 .垣端5㈱長を残しこれをテフロノ布で被覆した。B管は長さ6-7α児のボリエ弄レン管中央部に
 疫さ約5απのパイレン綱を巻付け熱処理法で接合した。実験には成熟雑犬42頭を用い,全身麻酔
 下で右開胸し胸部食道を5～6α7王に互り部分切除後管を補填しπ。吻合法は単純端々連続縫合及び
 半玉「摸筋層間挿入結滞縫合の2種類について検討した。吻合完了后,補填部を縦隔肋膜で密に被覆縫
 合し開胸した。術後は5日間輸・液Dみとし,6日目より.経口投与を開始し,抗生剤は約7日間投一与した。
 実験成績及び考察
 実験犬42頭中手術死を除く54頭についての実験成績を補填管及び吻合法の種類によ・り
 次の5群に分け強討した。第て群(4頭):A管+単純端々吻合・第2群(8頭):A管+粘膜i筋
 層間挿入吻合,篤5群(22頭):B管十粘膜筋層間挿入吻合。54頭中縫合不全に
 よる膿胸死は僅かに5頭で膿胸発生率は9%に過ぎなかった。一応手術が成功した51頭について
 は,術后食道レ線検査及び死后剖験(現在生存例を除く28頭)により組織学的検索を行なった。
 轍281紳22頭(～馴群願・第2獅頭・第5群16頭)に管残留を認め・そのうちの第5
 群7頭に於て藩者の意図したパィレ'ン網の器質化が成功した。7頭中の最長生存は4ケ月である。
 これら〔)剖検では,細管の一音隙組織畏入により新生食道内面に強固に癒合し管の確実な保持が齋さ
 れていた。組織学的に器質化部分を検すると,パイレン線維は結合織の中に埋没され・周囲に異物
 白細胞等の異物反応が全くみられず,また器質化の得られなかった新生食道表届には著明な好中球
 の侵潤を伴なった急1生炎症所見がみられた。器質化樋囲は肉眼的に私盟巾x1/5周及至20配巾×
 全周で,生存湖周の長いものほどその範囲が広い傾向がみられた。従ってひとたび器質化の営まれ
 た部分ぱ,少たくとも4ヶ月以内1ては減染の影響で再び解議することはなく・逆に感染下に於ても
 器質化きよ進行1ノて・その範囲を昔広大し,管の残留保1寺をr・層確実にすることが推i察される。1欠に15
 頭の1嶺舵ラ1城⊇1蹴賛耐づ削るbA管使用の第麟(顧)・第21轍5頭)では吻合部潤目
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 目で既に解離し,てケ月,8ケ月で次第に著明となっていた。.失敗の原因は吻合部の高度な感染を
 防ぎ得なかった瓢即.ち吻合部が,単純端々吻合では直接的に・一方粘膜癌層間挿入吻合でぱ細管
 食道内露出部からの漆透波及により間接的に汚染されたためと考えられる。他方,B管使用第5群
 (9頭)では,A管使用例に比べ管と新生食道との密着がわるく,管外汚染が一般に高度で新生食
 道内面には炎症,潰瘍等がみられ,うち2例では後壁に穿孔を認めた。管による食道壁の圧追壊死
 か穿孔の原因と考えられ,材質の柔軟性に難点があったと椿える。以上管残留例では器質化の有無
 に関らず食餌嚥下に殆ど支障牽来さず・レ線的にも上部食道の軽度拡張を認める砥かは管外遺漏等
 がなく,造影剤は管内を極めて円滑に下降し,人工食道の機能が充分営まれていた。管脱落の6例
 は何れも高度の狭窄に陥り,狭窄症状出現後僅」痛及至5週で殖亡又は屠殺したが・一般に脱落時
 期の早い例ほど狭窄の進行が急であった。脱落例の最長生存期間は8ケ月である。脱落発生率は吻
 合法で有意の差を認め,単純端々吻合群67%に対し粘膜筋層間吻合群では僅か14%であった。
 管が脱落しても上皮化が既にあれば殆ど狭窄には陥らず・もし陥ってもその程度は督微に過ぎぬと
 の報告もあるが・初めから上皮化を目的としていない著者の場合,新生食道壁の感染を避け得ず,
 この事が瘢痕狭窄の進行を特に迅速たらしめたと推察ざれる。膿胸を来した5例は何れも縦隔助膜
 による被覆が充分でなかった例であり,膿胸防止のための縦隔閉鎖の重要性を示唆していた。膿胸
 発生率は単純端々吻合群25%・粘膜筋層間吻合群7%と吻合法により相違したが∋前者の頭数が
 少なく特にその優劣は論じがたい。
結語
 1)吻合部にかける器質化を企図したA管では・吻合法の工夫にも拘ら劣結局細管吻合端の高度1感
 染を避け得ず全例失敗した。他方管外中央部に於ける器質化を企図したB管では粘膜筋層間挿入吻
 合を用いて14例中7例(50%)に成功した。器質化範囲と隼存期間の間に相関関係を認めたご
 とから、一旦器質化された部分は経時的に範囲を拡大し管保持を次第に確乎たらしめ毒筆が耗豫された。
 2)脱落例はすべて狭窄に陥った。脱落時期と狭窄進行の程度には一応の関連がみられた。
 5)縫合不全による膿胸は55例中僅か5例に過ぎなかった。縦隔助膜による被覆の良否がその成
 績を大きく左右・すると考えられた。
 4)人工食道管は内腔支持力に問題はなかったが・穿孔を招来したこと等から柔軟性に若干難点が
 あったと云える。パイレンE網は軽度の感染下でも器質化ざれ得る点で優秀な合成網であった。組
 織学的にポリエチレン,テフロン・パイレン等による異物反応は全く認められず,.何れも極めて低'
 組織刺戟性であった。
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 審査結果の要旨
 食道切除後の再建法として現在行われている方法は,消化管の一部を以って,欠損部を補填又
 は上部食道と下部消化管を連結する方法でま)るが,これらの方法では手術侵襲が大きいこと,健
 康な消化管の機能を犠性にすることなど¢)欠点がある。こ¢)ために,人工物を以って食道欠損部
 を補填しようとする試みが,可成り前から,多ぐの人によって行われてきたが,満足すべき結果
 砿得られていない。この研究嫉最近の高分子化学の進歩に基く新機材を用い,今迄の報告の結果.
 に基いて新しい形の人工食道を考案製作し,犬に於いて食道再建の可能性を検討したものである。
 即ち,人工食道としてポリエチレン管の両端に内側¢)粗いパイレン網と外側の緻密なラフ・ン
 布との二重な袖をつけたA管と,ポリエチレン管ご)中央部に粗いパイレン網を巻付け固定したB
 管を用い,吻合方法⊂)検討としては単純吻合と粘膜筋眉間挿入吻合を行って比較している。実験
 動物としては成犬42頭を用いている。
 いずれの実験群に於いても,人工食道管吻合後に縦隔肋膜による被覆を充分に行うことにより
 縫合不全は従来の報告に比べ著明に減少してし(る。人工食嶺による再建後遠隔成績の問題点は,
 管脱落による狭窄の発生であるが,粘膜筋層間挿入吻合が単純吻合に比べて,管脱落の発生が少
 ない成績である。A管はテフ・ン布が緻密すぎて肉芽化され難いことに加え,管両端の袖の構造
 が吻合部の汚染を来し易いために,メツシユが器質化された例は1例も見られず,管脱落も多ぐ,
 失敗に終っている。B管では,20日以上観察し,剖検し得た17例中,管の脱落は2例のみで,
 残る15例中7例にメツシユの器質化が兇られ,従来の報告に比べて良好左成績を得ている。器
 質化の範囲はむしろ生存タ,ij尚の長いも記)程広ぐ,一度器質化されればその後ぼ感染などア)ために
 再び解雅することはないと考えられるとレ・う。組織学的にはこれら¢ソぎ又はメツシユの周囲に細
 胞侵潤や異物反応を認めず,使月iした材料は生体内補填材として優秀と考えられる。また器質化
 されない動物のでは,人工食道管周囲¢)新生食道壁に炎症性変化が高度であったことから,B管
 に於いても器質化を妨げる最大の因子は,断端をめぐっての恐らくは手術後一週間位の聞に起る
 汚染によると考えられ,この問に於ける食道内容浅出防止に更に工夫を加えればもっと良好な成
 績が期待できるとしている。
 以上,極めて園雑な人工材料による食道再建について,この研究は従来の成績を一歩進めたも
 び)であって,こ乏)面の進歩に資するところが大きい。
 よって学位授与に値すると認めろ。
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